











導く力であるとされる（Block & Block, 1980; 










（Funder & Block, 1989）ことが報告されてい
る。反対に，ERの低い青年は，習慣性の薬物使
用（J.Block，Block & Keyes, 1988）や，抑うつ
症状（Block, J.H. & Gjerde, 1990）との関連が





適 応 が 良 好 で あ る こ と が 示 さ れ て い る
















































































































































































































































































3. 私は慣れていないことにも楽しみながら取り組むことができる .696 2.54 .73
8. 私は人よりも好奇心が強いと思う .642 2.87 .83
11. 私は新しいことをするのが好きだ .642 2.92 .80
10. 私は何かするとき，アイデアがたくさん浮かぶほうだ .613 2.42 .82
6. 私は人からとてもエネルギッシュな人だと思われている .605 2.46 .85
4. 私は人にたいてい好印象を与えることができる .525 2.48 .75
12. 私は日々の生活の中で面白いと感じることが多い .507 2.85 .82
1. 私は友達に対して思いやりがあり，親しい関係をもてる .490 2.93 .68
2. 私はショックをうけることがあっても直ぐに立ち直るほうだ .460 2.53 .93
14. 私は誰かのことで腹を立てても、すぐに機嫌が直る .442 2.77 .85
13. 私は「かなり強い個性」の持ち主であると思う .436 2.64 .88
9. 私の周りには、感じがよい人が多い .386 3.21 .68
5. 私は今まで食べたことがない食べ物を試すことが好きだ .366 2.54 1.00
7. 私はよく知っているところへ行くにも、違う道を通っていくのが好きだ .352 2.73 .99
 α係数 .78
Table4　自我同一性３変数のクラスタ分析と分散分析の結果
平均値 クラスタ１ クラスタ２ クラスタ３ クラスタ４
F値 多重比較
拡散型 モラトリアム型 達成型 権威受容型
現在の
14.6
9.12 13.55 19.5 14.87
474.13 *** 1<2<4<3
自己投入 （2.42） （2.21） （1.93） （1.95）
過去の危機
15.9
15.68 18.61 17.11 13.77
115.76 *** 4<1<3<2
（3.11） （2.30） （3.00） （2.10）
将来の自己
15.2
11.77 16.62 17.95 14.26
154.69 *** 1<4<2<3
投入の希求 （2.77） （2.45） （2.32） （2.16）




















































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
１．同一性達成型 129 21.7 89 23.1 40 19.1
２．権威受容型 235 39.5 161 41.7 74 35.4
３．積極的モラトリアム型 132 22.2 75 19.4 57 27.3
４．同一性拡散型 99 16.6 61 15.8 38 18.2
合　　計 595 100.0 386 100.0 209 100.0
Table6　GHQ得点の平均値，標準偏差
全体（n＝595） 男性（n＝386） 女性（n＝209） 性差
M SD M SD M SD t値
GHQ合計得点 4.59 1.11 4.52 1.12 4.72 1.08 2.16*
不安・抑うつ 2.53 0.71 2.46 0.72 2.66 0.68 3.32**















































人数 ％ 人数 ％ 人数 ％
１．全くわからない 34 5.5 19 4.8 15 6.8
２．まだ，はっきりしない 126 20.6 79 20.1 47 21.5
３．してみたい仕事ならある 152 24.8 83 21.1 69 31.5
４．だいたい決まっている 165 26.9 113 28.7 52 23.7
５．はっきり決まっている 131 21.4 98 24.9 33 15.1
※　回答なし 5 0.8 2 0.5 3 1.4
合　計 613 100.0 394 100.0 219 100.0
Table8　同一性地位と職業決定の明確度の分散分析結果
平均値　 １. 達成型
２.  権威 
受容型
３.  モラトリ 
アム型
４. 拡散型 F値 多重比較
職業決定の
明確度
3.38 3.95 3.34 3.39 2.72
22.13 *** 4<2<3<1
（1.19） （1.03） （1.16） （1.12） （1.21）
 注１）  （ ）内は標準偏差。多重比較はLSD法による。df＝3，591　*** p<.001








































同一性達成型 権威受容型 モラトリアム型 同一性拡散型
男性 女性
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【Abstract】
According to Grotevant （1987）, ego-resilience （ER） is an important personality resource in 
the process of identity formation. In this study, ER and identity formation were examined in 
connection with undergraduates’ mental health. Also, the degree of vocational decision-
making was used as an index to evaluate the effect of ER on identity formation. Three 
hypotheses were suggested: （1） Students in the identity achievement status have higher ER 
and better mental health than those in other statuses; （2） Students in the identity 
achievement status have a higher degree of vocational decision- making than those in other 
statuses;  （3） Compared to students with a low degree of vocational decision-making, those 
with a high degree of the same possess higher ER.  In addition, using a structural equation 
model, ER, identity formation, and mental health were examined by gender. We confirmed 
that ER positively influenced identity formation （particularly in present commitment level） 
and mental health.
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